








































































るのさらに.給水温予測式の精度を上げるために，当日の気漏 (X1)と過去31:1. 5日， 7日間の干陶
気温 (X?~X 4)を含む重凶帰モデルを適用し.多重共線性の影響を謝べたうえで.説明変数の選択を
おこなっている。その結果.仙台以外の都市でば.当日の気温 (X1)と過去5日，あるいは 7日の平均
気温の組み合わせ (X1 • Xf). または (X ， X:I)の組み合わせで多量共線性の影響と惟定誤差が小
さくなり，巾|ロl帰モデル (X~)の誤差と比較すると. O. 05~O. 19 (OC)減少することを示している。最
終的に，予測精度向上を目的とした重回掃モデルの検討T-JI債を流れ['><1にまとめ，変数選択の際には回帰パ
ラメタの安定性と推定値の誤差減少を同時に考慮すべきであることを指摘している。
第 5常では各章のまとめをおこない，設計資料の策定を目的とした統計的手法の泌用に関して有意義な
結果を得ている。
以上のことから，本論文は博士(学術)の学院を侵与するに航するものと認める。
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